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鳳東里に改称し、 郡の進鳳平和里、東倉里、板門店里等の四つの里と田斎里、三峯里の れぞれ一部を開城市および開城工業地区に吸収した。さら 開豊解線里の 地域を開城市松嶽洞へ吸収し、開豊と長豊郡を開城市から分離し、黄海北道直属とした。「開城工業地区法」は観光地区の開発も網羅している で、解線里の一部地域の吸収は前述 王建、恭愍王陵等が位置するのと関連する。現在、 城市は一市・二七洞・七里である（参考文献①、②） 。●花崗岩の美しい山々が聳える　
開城市は比較的温暖な気候条件





（春・冬季で一六％） 。近年、異常気象による集中豪雨（三時間当の降水量五〇ミリ以上）の被害も少なくない。二〇一一年七月、 九七ミリの豪雨被害（ 『朝鮮中央通信』二〇一一年七月二八日）があり、翌年の八月には豪雨で六六〇名が住居を失った（全半壊 四〇余棟、農耕地浸水二二〇〇町歩、『朝鮮中央通信』二〇一二年八月一八日） 。集中豪雨による対策が急務である。　
河川は主に礼成江（一八七・四
キロ）と臨津江（二七二・四キロ）の支流が流れる。臨津江の第一支流、沙彌川（六二・四キロ）と沙川江（三七・五キロ）が、礼成江の支流は 市内北部の朴淵里に吾助川（三二キロ）が分布す独立した河川は、市内南部にある錦城川（一八・五キロ）が西海に流れ出る。開城市 中心的河川となる沙川江の支流には、板門川（板門店里）と市中心部（銅峴洞・歩仙洞）を流れる池波里 、長豊郡境界の華蔵山を源 とし龍興洞、東倉里を経由す 東大門ケウルがある。砂が多いことで砂川ともいい、水よりも砂が自慢だ古くから神経痛、関節炎等の治療に効果があり、砂風呂治療場とし




開城市の大幹を成す阿虎飛霊山脈（総延長約 〇〇キロ）が、北東から南西にかけて聳え立ち、北から南に行くにつれ緩やかな丘陵地形となる。開城地域でこの山脈の主峰を成すのは北部の朴淵里東部の墓地山（七七八メートル） 、秀龍山（七一六メートル） 、松岳山









編織および被服 日用品、食糧、人参加工と機械製作および建材工業で構成されている。開城市紡織洞に位置する開城紡織工場 九五二年発足）をはじめ裁縫絲工場、タオル工場、毛布生産協同組合等の工場が稼働している。なかでも紡織工場は紡織・織布・染色にいたる全ての生産工程を備え、格子布をはじめとする六〇余種の生産し、輸出も行っている。工場傘下には工業専門学校、技能工学校、託児所、幼稚園、診療所等も運営している。編織・被服部門では主に、開城被服工場をはじめ、九月一四日被服工場、子男山輸出被服工場で既製服 女性・子ども・学生服等を生産する。平壌
咸興、新義州で産出する綿糸、ビナロン、テルロンを主な原料としている。　
食料工業生産は、軽工業生産額




リム社と開城総会社との合意により、花崗石の事業契約（投資額二五六万ドル）を結び、工場を設立した。開城の花崗 は、中国のそれより価格が低く品質も高いという。 「開城工業地区法」 適用外




南北間で合意し、開城市一帯に八〇〇万坪規模の工団と一二〇〇万坪規模の背後団地を造成する、南北双生・民族経済共同体の統 プロジェクトである。二〇〇二年、「開城工業地区法」により開城工団の商業的地位をはじめ工 区の位置付けがなされ、二〇〇四年には、開城工団初の製品「統一ナンビ（鍋） 」がソウル市街のロッテ百貨店で販売された。当時、鍋は一六・一八リットルを一〇〇〇点搬入し、一万九八〇〇ウォンで販売（韓国では通常の半額水準）された。二〇 四年、開城工団共同衣類ブランド「シスブロ」は、
韓国のテレビショッピングで下着販売をしたところ、初日で完売に成功し、一億五〇〇〇万ウォ を売り上げた。 （ 『毎日経済新聞』二〇一四年一一月 七日）また 二〇一五年一月、韓国商社は、開城工団衣類製品等の直営店 昌原市馬山合浦口）を開いた。主な商品は、スポーツシューズ、登山服、男女下着類等で、品質の良さが常連客を増やしている。その理由を質の高い北の熟練 だと関係者はいう（ 『慶南道民日報』二〇一五年一月二六日） 。
図１　開城公団生産額・企業数現況
（出所）　開城工業団地管理委員会。
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気電子をはじめとする一二五の事業体が稼働しており、従業者数五万四一七四名、年間生産額四〇〇〇万ドルの輸出工団へと成長している（図１、図２） 。開城工団関連交易額は二〇 二年一九億ドル南北間総交易で比較すると 二〇〇五年一六・七％から二〇一二年九九・六％を占めている。開城工団は過去一〇年 、南北双生・民族経済共同体のモデルとしての役
割を果たしたのだろうか。この間得た経済効果は、南北それぞれで三二・六億ドル、三・八億ドルになり、計画の三段階まで完工されば、六八六・七億ドルの効果が期待されている（参考文献④） 。　
物流ハブ空港の仁川国際空港ま
では直線上で約五〇キロ、前述した他の周辺都市までの距離も非常に近接した立地条件である。京義線鉄道を利用した、中国・シベリア横断鉄道での物流構想もある。韓国電力公社によって、汶山変電所（電力は西仁川複合発電所から供給）から一六キロの送電線路をへて、平和変電所に送電方式一五四キロボルト、一〇万 ワット（韓国の一般家庭、三万五〇〇〇戸の一日利用量に相当）が電力供給されている。その他、汶山 話局を経由した開城電話局、排水処理施設（三万トン／日） 廃棄物処理場（焼却一二トン／日） 消防署、応急処置施設等が整備されている。注目すべきは、工場および生活用水の供給である。開城工団から一七キロ離れた北部の長豊郡に位置する、月古貯水池（一八〇〇万トン規模）から浄排水施設（六万トン／日規模）に供給している。以前は、飲料水としても良
質な地下水を利用していた。 （ 『韓国水道新聞ウォーターライフ』二二号、二〇〇七年一月二五日） 。開城工団の水は、開城水道事業所（K
-w
ater ）の管轄で、七名の韓










による不安要因、労働者不足等の問題点がある。なかでも政治・軍事的な要因によるところが非常に大きな比重を占め、 「政経分離」の声も上がってい 。当然ではあるが、南北双方は政治・軍事的、制度的制約は勿論、それぞれ物作りの観点や思考、生活様式も異なる。しかし、多様な製品を産出してきた一〇年間、双方の多様 接近方法等を学んだはずである。　
工団は「五・二四措置」から除
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